


















































































172名に質問紙を配布し，有効回答数は 165名（男性 56名，女性 109名）で















下の場合は Lone-wolf 型とし，最高得点が同得点で 2人いた場合は Tie-type,













































めに，Tie-type や Multiple-Type の中で母親あるいは父親が含まれている者
Table 1 類型の出現頻度































合計 56 109 165 100％





















































































































































（Ainsworth et al. 1978）のような存在にはなっていないのかもしれない。一
方，それまでの延長で親は secure base となっており，その結果，愛情の枠
組みにおける中核的対象が親である者はよりポジティブな自己イメージを持っ
ているという結果になったと考えられる。




















Lone-wolf 型は適応に問題があるが，男性の Lone-wolf 型は適応にそれほど
問題があるとは言えないかもしれない。
一方，愛着には性差がないとされており，乳幼児期の安定した愛着から連続
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